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そ
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２
・
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災
地
で
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全
国
消
防
職

貝
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へ
の
食
料
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調
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と
搬
送

そ
の
３
・
広
域
航
空
消
防
応
援
活
動
報
告

１
－
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過

２
－
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３
－
神
戸
市
消
防
局
の
対
応

４
‐
消
火
活
動

５
一
救
助
活
動

６
－
今
後
の
課
題

11●

■
そ
の
１
・
消
火
救
助
活
動

１
-
派
遣
に
至
る
経
過

　
平
成
七
年
一
月
十
七
日
（
火
）
午
前
五
時
四
十
六

分
頃
、
淡
路
島
を
震
源
と
す
る
直
下
型
地
震
が
発
生

し
、
そ
の
後
テ
レ
ビ
、
新
聞
等
の
マ
ス
コ
ミ
情
報
に

よ
る
被
害
状
況
、
範
囲
等
の
情
報
収
集
活
動
を
実
施

し
た
。
そ
し
て
、
時
を
追
う
に
従
い
、
阪
神
・
淡
路

大
震
災
の
被
害
の
甚
大
さ
が
明
確
に
な
っ
て
き
た
。

　
そ
れ
は
典
型
的
な
都
市
型
震
災
で
あ
り
、
ま
さ
に

壊
滅
的
打
撃
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
。
こ
の
段
階
か

ら
消
防
局
内
で
は
、
応
援
派
遣
要
請
が
あ
っ
た
場
合

の
対
応
に
つ
い
て
検
討
を
開
始
し
た
。

　
一
月
十
八
日
（
水
）
、
引
き
続
き
、
報
道
情
報
、

自
治
省
消
防
庁
速
報
等
の
情
報
収
集
活
動
と
併
せ
、

消
防
隊
等
の
応
援
要
請
を
受
け
た
場
合
を
想
定
し
、

横
浜
市
消
防
広
域
応
援
基
本
計
画
に
基
づ
く
派
遣
体

制
を
整
え
待
機
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
同
日
九
時
三
十

二
分
、
自
治
省
消
防
庁
か
ら
神
奈
川
県
防
災
消
防
課

へ
消
防
隊
の
要
請
が
あ
り
、
続
い
て
九
時
三
十
四
分
、

神
奈
川
県
防
災
消
防
課
か
ら
当
局
に
対
し
、
消
防
隊

応
援
派
遣
要
請
を
受
領
し
た
。

　
こ
の
要
請
を
受
け
、
九
時
三
十
五
分
、
消
防
局
内

に
お
い
て
消
防
広
域
応
援
対
策
会
議
が
開
催
さ
れ
、

消
防
局
で
は
応
援
派
遣
可
能
の
旨
を
市
長
に
報
告
し

た
。

　
当
局
か
ら
の
報
告
に
よ
り
、
市
長
か
ら
正
式
な
応

援
派
遣
の
指
示
を
受
け
、
直
ち
に
派
遣
計
画
に
基
づ

き
、
九
時
四
十
分
、
消
防
隊
十
隊
（
水
槽
車
五
台
、

普
通
消
防
車
五
台
）
及
び
総
合
指
揮
者
と
し
て
警
防

係
長
、
指
揮
補
佐
一
人
、
国
際
消
防
救
助
隊
員
三
十

五
人
、
救
助
隊
員
十
三
人
の
計
五
十
人
の
精
鋭
救
助

隊
員
が
招
集
さ
れ
た
。

緊
急
特
集
・
横
浜
市
職
員
が
見
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
②
現
地
派
遣
職
員
の
報
告

神奈川県外消防機関の応援要請系統
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①
消
火
応
援
活
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十
一
時
三
十
分
、
消
防
訓
練
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

人
員
の
点
呼
、
派
遣
車
両
へ
の
救
助
消
火
資
機
材
の

積
載
、
経
路
の
確
認
等
を
行
い
、
こ
こ
に
消
防
局
精

鋭
部
隊
の
編
成
が
完
結
し
た
。

　
警
防
部
長
か
ら
訓
示
、
警
防
課
長
か
ら
激
励
を
受

け
、
十
二
時
○
○
分
、
「
管
外
応
援
協
定
外
出
場
指

令
」
が
発
令
さ
れ
、
陸
上
第
一
次
派
遣
隊
の
先
発
隊

（
生
麦
、
菅
田
、
権
太
坂
、
上
永
谷
、
能
見
台
）
の

五
隊
が
、
市
衛
生
局
医
師
団
車
両
二
台
と
と
も
に
、

神
戸
市
に
向
け
出
発
し
た
。

　
続
い
て
十
五
時
○
○
分
、
後
発
隊
（
市
沢
、
日
吉
、

長
津
田
、
深
谷
、
下
瀬
谷
）
の
五
隊
が
、
消
防
局
長

か
ら
の
訓
示
、
警
防
部
長
か
ら
の
激
励
を
受
け
、
消

防
訓
練
セ
ン
タ
ー
の
所
長
以
下
職
員
に
見
送
ら
れ
、

先
発
隊
同
様
、
一
路
神
戸
市
目
指
し
出
発
し
た
。

２
－
経
路

　
消
防
隊
間
の
連
絡
は
、
消
防
系
無
線
の
県
内
共
通

波
を
使
用
し
、
梯
団
維
持
に
努
め
つ
つ
、
東
名
高
速

自
動
車
道
横
浜
Ｉ
Ｃ
か
ら
進
入
し
、
名
神
高
速
道
路

京
都
南
Ｉ
Ｃ
ま
で
順
調
に
進
ん
だ
と
こ
ろ
、
途
中
の

道
路
情
報
ど
お
り
京
都
南
Ｉ
Ｃ
以
西
は
、
一
般
車
の

通
行
禁
止
と
な
っ
て
い
た
。

　
我
々
は
い
横
浜
市
消
防
局
の
応
援
派
遣
隊
で
あ
る

旨
を
通
行
規
制
に
あ
た
っ
て
い
た
警
察
官
に
説
明
す

る
と
、
パ
ト
カ
ー
に
よ
る
先
導
を
し
て
く
れ
、
吹
田

Ｉ
Ｃ
ま
で
名
神
高
速
道
路
の
通
行
が
で
き
た
。
先
導

し
て
く
れ
た
パ
ト
カ
ー
と
は
、
吹
田
Ｉ
Ｃ
で
感
謝
の

礼
を
す
ま
せ
て
別
れ
、
再
び
近
畿
自
動
車
道
路
に
て

尼
崎
東
Ｉ
Ｃ
に
向
け
南
下
中
、
尼
崎
東
Ｉ
Ｃ
手
前
約

三
』
付
近
に
お
い
て
、
神
戸
市
方
面
に
大
量
の
黒
煙

の
上
昇
を
視
認
す
る
と
と
も
に
、
他
都
市
応
援
派
遣

隊
の
活
動
無
線
を
傍
受
す
る
な
ど
、
次
第
に
震
災
現

場
に
近
づ
き
つ
つ
あ
る
こ
と
を
実
感
し
た
。

　
な
お
、
途
上
逐
次
、
派
遣
部
隊
の
状
況
を
当
局
に

速
報
す
る
と
と
も
に
、
震
災
情
報
を
入
手
し
、
被
害

状
況
を
把
握
し
た
。
我
々
に
も
た
ら
さ
れ
る
情
報
は

悲
観
的
な
も
の
ば
か
り
で
、
し
か
る
べ
き
活
動
内
容

を
予
想
し
つ
つ
、
危
険
予
測
等
の
安
全
措
置
方
策
に

つ
い
て
も
検
討
を
行
っ
た
。

　
さ
ら
に
我
々
は
国
道
２
号
線
に
入
る
と
、
道
路
の

損
壊
、
路
肩
の
崩
壊
及
び
家
屋
、
電
柱
等
の
工
作
物

の
倒
壊
が
多
く
な
る
一
方
、
被
災
地
に
向
け
、
警
察
、

消
防
、
自
衛
隊
、
日
赤
等
の
関
係
行
政
機
関
の
車
両
、

そ
し
て
救
援
物
資
を
満
載
し
て
い
る
ト
ラ
ッ
ク
、
報

道
車
両
が
進
行
し
、
国
道
２
号
線
は
ま
さ
に
「
救
援

ロ
ー
ド
」
の
様
相
を
呈
し
て
い
た
。

　
ま
た
、
車
窓
か
ら
、
疲
労
と
困
惑
し
た
顔
の
多
数

の
被
災
者
を
目
の
あ
た
り
に
す
る
と
、
地
震
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
恐
ろ
し
さ
を
改
め
て
認
識
す
る
と
と
も
に
、

派
遣
隊
員
全
員
が
一
刻
も
早
く
活
動
を
開
始
し
、
一

人
で
も
多
く
の
人
命
の
救
出
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
使
命
感
を
強
く
感
じ
た
。

　
一
月
十
九
日
、
○
時
○
九
分
、
先
発
隊
は
指
定
集

結
場
所
で
あ
る
神
戸
市
役
所
災
害
対
策
本
部
前
に
人

員
車
両
と
も
異
状
な
く
到
着
し
た
。
こ
こ
で
市
衛
生

局
医
師
団
と
今
後
の
活
躍
と
無
事
帰
浜
を
誓
い
合
い

別
れ
た
。

　
消
防
隊
を
神
戸
市
役
所
前
に
待
機
さ
せ
、
総
合
指

揮
者
は
神
戸
市
災
害
対
策
本
部
に
出
向
し
、
本
市
派

遣
隊
の
到
着
を
報
告
し
た
。

３
－
神
戸
市
消
防
局
の
対
応

神
戸
市
災
害
対
策
本
部
の
消
防
部
は
、
神
戸
市
消

防
局
二
階
警
防
部
に
設
置
さ
れ
て
お
り
、
北
海
道
か

ら
九
州
ま
で
の
他
都
市
応
援
派
遣
隊
の
責
任
者
が
集

結
し
て
お
り
、
神
戸
市
消
防
局
の
職
員
は
こ
れ
ら
責

任
者
へ
の
対
応
と
、
災
害
対
応
と
の
両
方
に
追
わ
れ

て
い
た
。

　
一
時
○
○
分
、
指
令
課
長
よ
り
、
本
市
派
遣
隊
は
、

八
時
三
十
分
ま
で
に
中
央
区
を
管
轄
す
る
生
田
消
防

署
に
出
向
し
、
生
田
消
防
署
長
の
指
揮
下
に
入
る
旨

と
、
宿
泊
所
の
指
定
が
な
さ
れ
た
。

　
そ
の
後
消
防
隊
へ
戻
り
、
各
隊
長
を
集
め
、
状
況

説
明
を
行
っ
た
後
、
後
発
隊
の
到
着
を
待
っ
て
宿
泊

所
で
あ
る
神
戸
市
民
防
災
セ
ン
タ
ー
へ
向
か
う
こ
と

と
し
た
。

　
二
時
三
十
分
、
後
発
隊
は
神
戸
市
役
所
前
に
到
着
、

先
発
隊
と
合
流
し
て
三
時
四
十
分
神
戸
市
民
防
災
セ

ン
タ
ー
に
到
着
し
た
。
車
両
、
資
機
材
を
点
検
し
、

個
人
装
備
品
を
携
行
さ
せ
、
二
階
講
堂
へ
と
上
が
る

と
、
そ
こ
は
、
す
で
に
他
都
市
派
遣
消
防
隊
が
到
着

し
て
お
り
、
ほ
ぼ
満
員
状
態
で
、
本
市
派
遣
隊
員
は

横
に
な
る
こ
と
も
で
き
ず
、
廊
下
等
で
体
を
休
め
る

状
態
で
あ
っ
た
。

　
四
時
○
○
分
、
教
務
係
長
よ
り
、
三
階
視
聴
覚
教

室
に
応
援
派
遣
隊
責
任
者
は
集
合
す
る
よ
う
指
示
が

あ
り
、
災
害
状
況
と
市
内
の
各
派
遣
先
消
防
署
へ
の

経
路
の
説
明
が
あ
っ
た
。
二
階
講
堂
に
戻
り
、
五
時

○
○
分
各
隊
長
を
集
め
、
今
後
の
災
害
活
動
に
対
す

る
活
動
方
針
と
し
て
、
ま
ず
、
車
両
特
性
か
ら
水
槽

車
隊
を
消
火
専
任
隊
と
し
、
普
通
車
隊
を
救
助
専
任

隊
と
し
、
消
火
専
任
隊
の
チ
ー
フ
を
警
防
主
任
、
救

助
専
任
隊
の
チ
ー
フ
を
救
助
技
術
主
任
と
し
た
。
そ

し
て
、
災
害
事
象
が
偏
る
場
合
は
、
各
専
任
隊
の
隊

員
を
入
れ
替
え
、
隊
員
相
互
の
疲
労
の
軽
減
を
図
る

こ
と
と
し
た
。

出発風景
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六
時
三
十
分
、
起
床
、
車
両
、
資
機
材
を
点
検
さ

せ
、
七
時
五
十
分
、
本
市
応
援
派
遣
隊
は
、
気
力
・

体
力
旺
盛
の
う
ち
に
生
田
消
防
署
に
向
け
出
発
し
た
。

　
八
時
二
十
分
、
生
田
消
防
署
に
到
着
、
直
ち
に
生

田
消
防
署
長
に
対
し
到
着
報
告
と
併
せ
、
神
戸
市
災

害
対
策
本
部
か
ら
生
田
消
防
署
長
の
指
揮
下
に
入
る

よ
う
指
示
さ
れ
た
旨
を
報
告
し
た
。

４
－
消
火
活
動

　
　
「
横
浜
市
消
防
局
派
遣
隊
に
あ
っ
て
は
、
管
内
の

三
宮
に
お
い
て
火
災
が
発
生
し
て
お
り
、
た
だ
ち
に

全
隊
を
も
っ
て
消
火
活
動
を
実
施
願
い
た
い
。
」
と

の
活
動
命
令
が
下
命
さ
れ
た
。

①
－
建
物
火
災
（
中
央
区
三
宮
二
丁
目
）

ア
日
時
　
一
月
十
九
日
　
八
時
三
十
分
～

イ
出
場
隊
　
十
隊
五
十
人

ウ
活
動
内
容

　
八
時
三
十
分
出
場
、
出
場
に
際
し
地
理
不
案
内
の

た
め
生
田
消
防
署
の
職
員
が
添
乗
し
、
火
災
現
場
へ

急
行
し
た
。

　
火
災
現
場
は
、
商
店
街
を
形
成
す
る
街
区
火
災
に

拡
大
し
、
火
勢
は
最
盛
期
の
様
相
を
呈
し
、
道
路
を

越
え
て
北
側
、
東
側
住
家
へ
の
延
焼
危
険
が
大
の
状

況
で
あ
っ
た
。
直
ち
に
現
場
最
高
指
揮
者
（
副
署
長
）

と
接
触
、
署
長
命
令
を
受
け
て
来
た
旨
を
報
告
す
る

と
と
も
に
、
災
害
の
状
況
、
水
利
の
状
況
等
の
情
報

を
入
手
し
、
改
め
て
消
火
活
動
支
援
の
要
請
を
受
け

た
。

　
各
隊
長
を
集
め
、
活
動
方
針
と
し
て
、
水
槽
隊
五

隊
を
北
側
道
路
に
部
署
さ
せ
、
タ
ン
ク
水
を
有
効
活

用
し
て
延
焼
阻
止
活
動
を
行
う
こ
と
、
普
通
消
防
隊

四
隊
に
あ
っ
て
は
海
か
ら
中
継
送
水
体
制
を
確
立
し
、

水
槽
隊
へ
の
中
継
送
水
活
動
を
行
う
こ
と
、
他
の
普

通
消
防
隊
一
隊
は
、
水
槽
隊
の
活
動
範
囲
の
照
明
活

動
と
資
材
搬
送
等
の
支
援
活
動
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

　
ま
た
、
現
場
最
高
指
揮
者
と
連
携
を
図
り
つ
つ
、

現
場
の
警
察
官
に
遠
距
離
ホ
ー
ス
延
長
を
行
う
こ
と

か
ら
交
通
規
制
を
依
頼
し
、
ホ
ー
ス
の
通
行
車
両
に

よ
る
れ
き
損
防
止
に
配
意
す
る
と
と
も
に
、
付
近
住

民
へ
の
広
報
を
依
頼
し
た
。

　
一
方
、
中
継
送
水
隊
は
、
交
通
量
の
多
い
交
差
点

等
に
際
し
て
は
ホ
ー
ス
ブ
リ
ッ
ジ
（
通
水
し
て
い
る

ホ
ー
ス
上
を
車
両
を
通
過
さ
せ
る
時
の
ホ
ー
ス
の
保

護
器
具
）
を
活
用
し
、
送
水
活
動
を
行
い
、
水
槽
隊

に
あ
っ
て
は
延
焼
防
止
に
成
功
後
ア
ー
ケ
ー
ド
二
階

に
転
戦
し
、
耐
火
建
物
内
部
に
進
入
、
消
火
活
動
を

行
っ
た
。

　
こ
の
時
、
水
槽
車
か
ら
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
し
て
い

る
水
を
見
て
、
市
民
の
方
に
「
水
を
た
れ
流
し
て
も
っ

た
い
な
い
。
」
と
言
わ
れ
た
た
め
、
「
こ
の
水
は
海
水

で
す
。
」
と
答
え
た
と
こ
ろ
、
何
故
こ
の
よ
う
な
遠

い
現
場
で
海
か
ら
消
防
車
が
海
水
で
消
火
し
て
い
る

の
か
疑
問
と
驚
異
の
目
で
見
ら
れ
た
。

　
十
時
三
十
分
頃
、
新
た
に
自
衛
隊
員
三
十
人
が
現

場
に
投
入
さ
れ
、
現
場
最
高
指
揮
者
か
ら
自
衛
隊
の

支
援
活
動
に
対
し
、
当
局
で
指
揮
を
執
る
よ
う
指
示

が
あ
っ
た
。

　
火
災
は
火
勢
鎮
圧
し
、
残
火
処
理
の
段
階
に
入
っ

て
い
た
こ
と
か
ら
、
自
衛
隊
員
に
、
東
側
住
家
に
放

水
活
動
を
実
施
し
て
い
た
能
見
台
消
防
隊
と
連
携
し
、

障
害
物
排
除
活
動
を
実
施
す
る
よ
う
要
請
を
行
っ
た
。

　
な
お
、
本
火
災
に
お
い
て
、
消
防
、
警
察
、
自
衛

隊
が
合
同
で
活
動
す
る
場
合
、
各
機
関
に
そ
れ
ぞ
れ

の
指
揮
者
が
い
る
訳
で
あ
る
が
、
災
害
の
性
格
上
消

緊
急
特
集
・
横
浜
市
職
員
が
見
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
②
現
地
派
遣
職
員
の
報
告

防
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
執
る
こ
と
が
適
当
で
あ
り
、

こ
の
こ
と
に
よ
り
円
滑
な
活
動
が
実
施
で
き
た
。

　
ま
た
、
断
水
地
域
の
火
災
で
あ
っ
た
が
、
当
局
の

戦
術
で
あ
る
タ
ン
ク
放
水
で
延
焼
を
阻
止
し
つ
つ
中

継
送
水
体
制
を
確
立
し
、
継
続
的
な
消
火
活
動
を
実

施
す
る
と
い
う
活
動
が
こ
こ
で
も
有
効
で
あ
り
、
平

常
の
警
防
訓
練
の
成
果
が
存
分
に
発
揮
さ
れ
た
と
言

え
る
で
あ
ろ
う
。

②
－
建
物
火
災
（
中
央
区
東
雲
通
二
丁
目
）

ア
日
時
　
一
月
十
九
日
　
十
一
時
三
十
五
分
～

イ
出
場
隊
　
水
槽
隊
五
隊
二
十
五
人

ウ
活
動
内
容

　
前
記
火
災
鎮
圧
後
、
現
場
最
高
指
揮
者
よ
り
病
院

火
災
が
発
生
し
た
と
の
こ
と
で
、
本
市
派
遣
消
防
隊

に
出
場
を
要
請
さ
れ
た
。
消
火
専
任
隊
五
隊
を
出
場

さ
せ
る
こ
と
を
決
定
し
、
現
場
最
高
指
揮
者
に
そ
の

旨
を
報
告
、
了
解
を
得
て
再
び
生
田
消
防
署
の
職
員

を
同
乗
さ
せ
火
災
現
場
に
急
行
し
た
。
十
一
時
三
十

五
分
現
場
到
着
す
る
と
、
出
火
建
物
は
病
院
で
は
な

く
一
般
住
宅
火
災
で
、
火
勢
は
鎮
圧
状
態
で
あ
っ
た
。

活
動
に
あ
っ
て
は
、
現
場
最
高
指
揮
者
の
要
請
に
よ

り
、
葺
合
水
槽
隊
及
び
郡
上
広
域
消
防
本
部
中
消
防

署
隊
へ
、
能
見
台
、
長
津
田
、
深
谷
隊
の
水
槽
隊
か

ら
計
五
千
五
百
リ
ッ
ト
ル
の
送
水
活
動
を
行
っ
た
。

　
こ
の
他
、
火
災
出
場
は
六
回
あ
っ
た
が
、
内
容
は

自
動
火
災
報
知
設
備
の
誤
発
報
や
鎮
火
後
の
も
の
、

再
燃
火
災
等
特
記
す
べ
き
内
容
で
な
い
の
で
省
略
す

る
が
、
本
来
の
応
援
派
遣
要
請
が
救
助
隊
（
一
般
的

な
救
助
隊
の
車
両
は
ポ
ン
プ
を
積
載
し
て
い
な
い
）

の
と
こ
ろ
を
、
消
防
ポ
ン
プ
付
の
消
防
車
及
び
水
槽

車
で
の
派
遣
は
正
解
で
あ
っ
た
。

消火風景
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５
－
救
助
活
動

①
－
救
助
出
場
（
東
灘
区
本
山
中
町
二
丁
目
）

ア
日
時
　
一
月
十
九
日
　
十
四
時
○
○
分
～
十
六
時

四
十
分

イ
出
場
隊
　
一
隊
五
人

ウ
人
的
被
害
　
女
性
二
人
収
容

エ
使
用
資
機
材
　
マ
ッ
ト
型
空
気
ジ
ャ
ッ
キ
、
鋸

オ
活
動
内
容

　
現
場
付
近
は
、
住
宅
地
で
、
周
辺
に
は
倒
壊
若
し

く
は
倒
れ
か
か
っ
た
建
物
ば
か
り
で
、
無
傷
の
建
物

は
皆
無
と
言
っ
て
よ
い
状
況
で
あ
っ
た
。

　
本
山
中
町
二
丁
目
の
現
場
も
、
二
階
建
木
造
住
宅

で
、
上
か
ら
押
し
潰
さ
れ
た
よ
う
な
状
況
で
あ
り
、

約
三
十
人
の
自
衛
隊
員
が
救
助
活
動
を
実
施
し
て
い

た
。
そ
の
自
衛
隊
か
ら
支
援
の
要
請
が
あ
っ
た
。

　
中
型
の
ク
レ
ー
ン
車
を
活
用
し
、
上
部
か
ら
下
方

の
排
除
作
業
を
実
施
し
て
い
た
自
衛
隊
は
、
要
救
助

者
一
名
を
発
見
し
た
段
階
で
当
局
部
隊
に
対
し
、
搬

送
用
の
担
架
を
要
請
し
て
き
た
。
当
局
部
隊
は
こ
れ

に
応
じ
、
協
力
す
る
こ
と
と
し
た
が
、
要
救
助
者
は

ま
だ
タ
ン
ス
等
に
挟
ま
れ
て
い
る
状
態
で
あ
り
、
即

搬
送
で
き
る
状
態
で
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
挟
ま

れ
て
い
る
部
分
の
開
放
を
実
施
し
、
女
性
一
名
を
収

容
し
た
。
そ
の
後
、
同
室
で
ダ
ン
ス
の
下
敷
ぎ
と
な
っ

て
い
る
母
親
を
発
見
し
、
マ
ッ
ト
型
空
気
ジ
ャ
ッ
キ

に
よ
り
開
放
し
て
収
容
し
、
地
元
消
防
団
に
搬
送
を

依
頼
し
た
。

②
－
救
助
出
場
（
中
央
区
加
納
町
四
丁
目
）

ア
日
時
　
一
月
十
九
日
　
十
九
時
○
五
分
～
二
十
時

三
十
分

イ
出
場
隊
　
五
隊
二
十
五
人

ウ
人
的
被
害
　
女
性
一
人
収
容

エ
使
用
資
機
材
　
バ
ー
ル
、
鋸

オ
活
動
内
容

　
神
奈
川
県
の
鎌
倉
市
、
大
阪
府
の
富
田
林
市
の
救

助
隊
、
自
衛
隊
及
び
軽
重
機
が
投
入
さ
れ
て
い
る
現

場
へ
の
応
援
と
し
て
出
場
し
た
。

　
木
造
二
階
建
て
の
共
同
住
宅
は
、
一
階
が
完
全
に

崩
れ
落
ち
、
二
階
部
分
も
半
壊
状
態
で
あ
っ
た
。
先

に
活
動
し
て
い
た
救
助
隊
等
が
、
要
救
助
者
の
位
置

近
く
ま
で
進
入
路
を
確
保
し
て
い
た
こ
と
で
、
当
局

部
隊
は
、
資
機
材
も
ほ
と
ん
ど
使
う
こ
と
な
く
、
短

時
間
の
う
ち
に
要
救
助
者
を
発
見
、
収
容
す
る
こ
と

が
で
き
た
。

　
活
動
を
引
き
継
い
だ
時
点
で
は
、
軽
重
機
及
び
自

衛
隊
員
に
よ
る
人
海
戦
術
で
建
物
の
原
形
が
判
ら
な

く
な
る
ほ
ど
の
検
索
が
な
さ
れ
て
お
り
、
長
時
間
を

要
し
た
こ
と
が
う
か
が
え
た
。

③
｜
救
助
出
場
（
中
央
区
下
山
手
通
三
丁
目
）

ア
日
時
　
一
月
二
十
日
　
十
一
時
○
五
分
～
十
三
時

三
十
分

イ
出
場
隊
　
三
隊
十
五
人

ウ
人
的
被
害
　
男
性
一
人
収
容

エ
使
用
資
機
材
　
バ
ー
ル

オ
活
動
内
容

　
男
性
一
名
が
倒
壊
し
た
二
階
建
て
木
造
ア
パ
ー
ト

の
一
階
部
分
で
下
敷
き
に
な
っ
て
い
る
と
の
情
報
に

よ
り
出
場
。
当
局
部
隊
の
ほ
か
に
、
三
重
県
・
菰
野

町
、
大
阪
府
・
美
原
町
、
生
田
消
防
署
救
助
隊
が
活

動
し
た
。

　
建
物
の
完
全
倒
壊
を
防
ぐ
た
め
、
隣
接
の
ビ
ル
と

倒
壊
建
物
の
屋
根
を
ロ
ー
プ
で
結
着
し
、
二
階
に
進

入
し
、
柱
、
壁
材
及
び
什
器
類
を
手
作
業
で
除
去
し

つ
つ
一
階
に
至
っ
た
。
こ
こ
で
、
他
都
市
部
隊
と
交

替
し
た
直
後
、
要
救
助
者
を
発
見
し
、
収
容
し
た
。

④
－
救
助
出
場
（
中
央
区
中
山
手
通
三
丁
目
）

ア
日
時
　
一
月
二
十
一
日
　
十
時
三
十
分
～
十
八
時

二
十
八
分

イ
出
場
隊
　
五
隊
二
十
五
人

ウ
人
的
被
害
　
男
性
一
人
、
女
性
二
人
収
容

エ
使
用
資
機
材
　
ハ
ン
マ
ー
ド
リ
ル
、
エ
ン
ジ
ン
カ
ッ

タ
ー
、
マ
ッ
ト
型
空
気
ジ
ャ
ッ
キ
、
大
型
油
圧
救
助

器
具
、
バ
ー
ル
、
鋸

オ
活
動
内
容

　
木
造
二
階
建
て
共
同
住
宅
の
一
階
部
分
に
要
救
助

者
三
名
が
い
る
と
の
情
報
に
よ
り
出
場
し
た
。
建
物

は
、
一
階
と
二
階
が
ず
れ
て
、
一
階
部
分
が
完
全
に

潰
れ
て
お
り
、
警
察
官
か
ら
の
情
報
で
要
救
助
者
の

い
る
部
屋
番
号
が
確
認
さ
れ
た
も
の
の
、
二
階
の
ど

の
部
分
が
一
階
の
ど
の
部
分
に
あ
た
る
か
明
確
に
は

判
明
し
な
か
っ
た
。

　
活
動
は
、
二
階
居
室
に
進
入
し
床
面
の
破
壊
に
よ

る
一
階
へ
の
進
入
、
検
索
の
実
施
を
方
針
と
し
た
。

床
面
は
、
波
状
の
鉄
板
の
上
に
モ
ル
タ
ル
が
施
さ
れ

て
お
り
、
ハ
ン
マ
ー
ド
リ
ル
及
び
エ
ン
ジ
ン
カ
ッ
タ
ー

に
よ
る
破
壊
活
動
を
要
し
た
。
同
時
に
三
部
屋
で
の

活
動
を
実
施
し
、
そ
の
う
ち
の
二
部
屋
か
ら
計
三
名

の
要
救
助
者
（
す
で
に
死
亡
）
は
発
見
で
き
た
が
、

そ
れ
ぞ
れ
頭
部
及
び
手
首
等
を
軽
量
鉄
骨
の
は
り
に

挟
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
除
去
に
は
エ
ン
ジ
ン
カ
ッ
タ
ー
、

マ
ッ
ト
型
空
気
ジ
ャ
ッ
キ
及
び
バ
ー
ル
等
を
必
要
と

し
た
。
ま
た
、
隊
員
間
で
は
要
救
助
者
の
救
出
を
待
っ

て
い
る
家
族
の
こ
と
が
頭
に
あ
り
、
絶
対
に
損
傷
を

与
え
な
い
こ
と
を
念
頭
に
し
た
丁
寧
な
活
動
に
細
心

の
注
意
を
払
い
、
救
出
ま
で
に
は
長
時
間
を
要
し
た
。

中継送水救助風景
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⑤
－
救
助
出
場
（
中
央
区
中
山
手
通
三
丁
目
）

ア
日
時
　
一
月
二
十
二
日
　
十
時
○
五
分
～
十
二
時

三
十
分

イ
出
場
隊
　
三
隊
十
五
人

ウ
人
的
被
害
　
男
性
一
人
収
容

エ
使
用
資
機
材
　
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー

オ
活
動
内
容

　
第
二
次
派
遣
隊
に
交
代
後
、
最
初
の
災
害
出
場
で

あ
る
。
生
田
消
防
署
の
救
助
主
任
か
ら
、
簡
単
な
手

書
き
の
平
面
図
を
渡
さ
れ
、
同
乗
し
案
内
す
る
か
ら

後
は
宜
し
く
た
の
む
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
付
近
住

民
か
ら
状
況
を
聴
い
た
と
こ
ろ
、
独
居
老
人
で
姿
が

見
え
な
い
と
い
う
情
報
で
あ
っ
た
。

　
現
場
は
、
木
造
二
階
建
共
同
住
宅
で
、
一
階
は
見

る
影
も
な
く
潰
れ
、
二
階
は
東
側
半
分
が
瓦
傑
の
山

と
化
し
て
い
た
。
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
で
角
材
や
板
を
切

断
し
つ
つ
瓦
傑
の
除
去
に
あ
た
っ
た
。
自
衛
隊
二
十

人
、
警
察
官
約
十
人
も
こ
れ
に
加
わ
っ
た
。
作
業
開

始
約
二
時
間
後
、
埃
に
ま
み
れ
た
男
性
老
人
一
人
を

発
見
、
収
容
し
た
。

⑥
－
救
助
出
場
（
中
央
区
中
山
手
通
三
丁
目
）

ア
日
時
　
一
月
二
十
二
日
　
十
時
○
五
分
～
十
九
時

○
○
分

イ
出
場
隊
　
八
隊
四
十
人

ウ
人
的
被
害
　
女
性
一
人
収
容

エ
使
用
資
機
材
　
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
、
削
岩
機
、
エ
ン

ジ
ン
カ
ッ
タ
ー
、
発
電
投
光
器
、
バ
ー
ル
、
大
型
油

圧
救
助
器
具

オ
活
動
内
容

　
前
記
共
同
住
宅
と
同
時
に
示
さ
れ
た
現
場
で
、
こ

ち
ら
も
生
田
消
防
署
の
救
助
主
任
か
ら
、
簡
単
な
手

書
き
の
平
面
図
を
渡
さ
れ
、
当
局
の
指
揮
の
下
、
大

阪
府
下
の
美
原
町
消
防
本
部
の
救
助
隊
一
隊
五
名
と

合
同
で
活
動
に
当
る
よ
う
下
命
さ
れ
、
、
生
田
消
防
署

の
職
員
の
同
乗
に
よ
る
案
内
に
よ
り
現
場
到
着
、
現

場
は
鉄
骨
造
三
階
建
共
同
住
宅
で
、
一
階
が
約
八
十

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
に
潰
れ
、
か
つ
建
物
が
南

方
向
に
約
三
メ
ー
ト
ル
ず
れ
て
い
た
。
ま
た
、
一
階

は
ま
さ
に
縁
の
下
の
様
相
を
呈
し
て
い
た
。

　
一
階
に
行
方
不
明
者
が
い
る
と
の
情
報
で
と
り
あ

え
ず
、
二
階
の
床
を
貫
通
し
て
開
口
部
を
設
定
す
る

こ
と
か
ら
取
り
掛
か
っ
た
が
、
鉄
骨
の
梁
が
邪
魔
で

な
か
な
か
は
か
ど
ら
ず
、
救
助
活
動
を
二
班
に
分
け
、

一
班
は
一
階
の
雑
物
の
除
去
、
二
班
は
二
階
の
床
に

開
口
部
を
設
定
す
る
こ
と
と
し
た
。
床
面
は
波
板
状

の
鉄
板
の
上
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
厚
さ
五
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
程
度
流
し
た
も
の
で
、
削
岩
機
で
コ
ン
ク
リ
ー

ト
を
は
つ
り
、
エ
ン
ジ
ン
カ
ッ
タ
ー
で
波
板
状
鉄
板

を
切
断
し
て
開
口
部
を
設
定
し
た
。

　
作
業
を
進
め
、
情
報
に
よ
り
行
方
不
明
者
が
い
る

と
思
わ
れ
る
範
囲
の
雑
物
を
ほ
ぼ
除
去
し
、
も
し
か

し
た
ら
い
な
い
の
で
は
と
思
わ
れ
て
い
た
と
き
、
除

去
し
て
い
な
い
雑
物
の
中
か
ら
時
計
の
ア
ラ
ー
ム
の

様
な
小
さ
な
音
が
す
る
た
め
、
そ
の
付
近
の
雑
物
を

除
去
し
た
と
こ
ろ
、
矩
燧
に
頭
を
突
っ
込
ん
で
横
た

わ
っ
て
い
る
女
性
を
発
見
し
収
容
し
た
。

　
こ
の
救
助
活
動
を
見
て
い
た
中
年
男
性
が
、
「
実

は
、
私
の
弟
が
こ
の
建
物
一
階
に
住
ん
で
い
て
、
地

震
か
ら
連
絡
が
取
れ
な
い
。
弟
の
オ
ー
ト
バ
イ
が
置

い
て
あ
り
、
い
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
探
し
て
ほ
し

い
。
」
と
の
情
報
が
も
た
ら
さ
れ
た
。

　
活
動
方
針
と
し
て
は
、
一
階
の
雑
物
の
除
去
で
は

さ
ら
に
奥
に
は
進
め
ず
、
削
岩
機
で
二
階
の
床
の
コ

ン
ク
リ
ー
ト
を
は
つ
り
、
エ
ン
ジ
ン
カ
ッ
タ
ー
で
波

緊
急
特
集
・
横
浜
市
職
員
が
見
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
＠
現
地
派
遣
職
員
の
報
告

板
状
鉄
板
を
切
断
し
て
開
口
部
を
設
定
し
内
部
を
検

索
す
る
方
法
と
し
た
。
こ
の
方
法
で
作
業
を
進
め
た

が
、
夜
間
に
な
っ
た
た
め
行
方
不
明
者
を
発
見
で
き

な
い
ま
ま
、
現
場
に
い
た
警
察
官
と
協
議
し
本
日
の

救
助
活
動
は
終
了
す
る
こ
と
と
し
た
。

⑦
－
救
助
出
場
（
中
央
区
中
山
手
通
三
丁
目
）

ア
日
時
　
一
月
二
十
三
日
　
十
時
五
十
七
分
５
十
三

時
四
十
六
分

イ
出
場
隊
　
三
隊
十
五
人

ウ
人
的
被
害
　
男
性
一
人
収
容

エ
使
用
資
機
材
　
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
、
削
岩
機
、
エ
ン

ジ
ン
カ
ッ
タ
ー
、
発
電
投
光
器
、
バ
ー
ル
、
大
型
油

圧
救
助
器
具

オ
活
動
内
容

　
昨
日
に
引
き
続
き
、
開
口
部
の
範
囲
を
広
げ
、
行

方
不
明
者
の
検
索
を
続
行
す
る
。
な
か
な
か
発
見
で

き
な
い
た
め
、
本
当
は
こ
こ
に
い
な
い
の
で
は
な
い

か
と
か
、
間
違
っ
た
場
所
を
探
し
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
焦
り
が
隊
員
の
表
情
に
見
え
て
き
た
。
関
係

者
の
供
述
通
り
テ
レ
ビ
や
本
が
出
て
き
て
い
る
の
で

間
違
い
な
い
と
、
隊
員
を
納
得
さ
せ
、
作
業
を
進
め

さ
せ
た
。
そ
う
こ
う
し
て
い
る
う
ち
に
、
布
団
が
見

え
、
布
団
の
中
を
手
探
り
さ
せ
る
と
、
人
の
足
が
触

れ
た
。
隊
員
は
、
や
る
気
を
取
り
戻
し
、
さ
ら
に
開

口
部
の
範
囲
を
広
げ
、
布
団
の
中
で
頭
部
を
潰
さ
れ
、

顔
が
変
形
し
た
男
性
一
人
を
収
容
し
た
。
こ
の
男
性

一
人
を
収
容
す
る
の
に
実
に
十
時
間
を
要
し
た
。
隊

員
の
表
情
に
は
疲
労
感
は
な
く
、
任
務
を
達
成
し
た

充
実
し
た
表
情
と
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
資
機
材
を

積
載
し
て
い
る
時
、
市
民
か
ら
「
よ
く
横
浜
か
ら
来

て
く
れ
た
。
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
ん
で
い
け
。
」
と
声
を

掛
け
ら
れ
た
時
は
本
当
に
嬉
し
か
っ
た
。
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救
助
活
動
は
、
こ
の
ほ
か
に
も
六
件
あ
り
、
破
壊
、

検
索
活
動
を
実
施
し
た
が
、
行
方
不
明
者
を
発
見
で

き
な
か
っ
た
た
め
、
紙
面
の
関
係
で
省
略
す
る
。

　
一
月
二
十
五
日
は
、
東
灘
消
防
署
長
の
指
揮
下
で

活
動
し
た
が
、
十
八
時
○
○
分
、
署
長
室
に
当
署
に

応
援
に
来
て
い
る
派
遣
隊
の
責
任
者
が
集
め
ら
れ
、

東
灘
消
防
署
長
か
ら
丁
重
な
言
葉
で
救
助
活
動
の
終

結
が
宣
百
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
事
後
の
活
動
の
重
点

は
消
火
、
救
急
で
あ
る
と
告
げ
ら
れ
た
。
実
質
的
な

救
助
活
動
の
終
了
で
あ
っ
た
。

６
-
今
後
の
課
題

　
今
回
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
お
け
る
応
援
派
遣

隊
は
自
画
自
賛
に
な
る
が
、
第
一
次
派
遣
隊
の
派
遣
、

第
二
次
、
第
三
次
の
交
代
要
員
の
派
遣
等
円
滑
に
推

移
し
た
も
の
と
思
う
。
し
か
し
、
今
後
検
討
を
要
す

る
課
題
が
幾
つ
か
指
摘
さ
れ
、
当
局
で
検
討
中
で
あ

る
。
そ
の
中
で
、
派
遣
を
さ
れ
た
本
人
と
し
て
、
当

座
必
要
な
最
小
限
の
寝
袋
、
非
常
用
食
料
、
携
行
缶

に
よ
る
燃
料
な
ど
を
携
行
し
た
が
、
食
、
住
、
燃
料

を
混
乱
し
て
い
る
相
手
先
に
求
め
る
の
は
心
苦
し
い

も
の
が
あ
っ
た
。
相
手
先
に
負
担
を
か
け
な
い
食
住

完
結
型
の
自
衛
隊
の
よ
う
な
応
援
隊
が
本
来
あ
る
べ

き
姿
で
あ
ろ
う
。

　
残
念
な
が
ら
本
市
の
消
防
に
は
国
際
消
防
救
助
隊

用
に
少
し
は
あ
る
も
の
の
野
戦
対
応
能
力
は
十
分
で

は
な
い
。

　
ま
た
、
本
市
が
被
災
地
に
な
っ
た
場
合
、
我
々
は

災
害
対
応
を
当
然
第
一
義
と
し
て
考
え
て
い
る
が
、

他
都
市
か
ら
の
応
援
を
受
け
る
こ
と
も
想
定
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
応
援
派
遣
隊
に
い
か
に
対
応

す
べ
き
か
、
現
行
計
画
で
定
め
て
あ
る
と
は
い
え
。

表　消防隊活動概要宿
泊
場
所
、
食
糧
、
燃
料
な
ど
の
調
達
、
応
援
派
遣

隊
の
戦
力
の
配
分
、
そ
れ
を
誰
が
対
応
す
る
の
か
ま

で
の
細
部
に
つ
い
て
一
層
考
え
て
お
か
ね
ば
な
ら
な

い
。

　
各
種
計
画
の
見
直
し
が
必
要
な
こ
と
は
当
然
で
あ

る
が
、
計
画
外
の
こ
と
が
発
生
し
た
な
ら
ば
ど
う
す

る
か
。
今
回
の
地
震
で
は
壊
れ
る
は
ず
が
な
い
も
の

が
壊
れ
た
災
害
で
あ
っ
た
。
常
に
柔
軟
な
発
想
の
も

と
臨
機
応
変
な
判
断
が
求
め
ら
れ
る
。

　
最
後
に
、
陸
上
派
遣
隊
の
活
動
概
要
を
表
に
し
て

添
付
し
た
。

△
阿
部
＝
消
防
局
警
防
部
警
防
課
現
場
指
揮
第
一
係

長
▽
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